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流通とＳＣ・私の視点 

2014年２月28日 
 

ＳＣのアンカーテナントとは何か(その３)!! 

（｢SC JAPAN TODAY｣2013年 12月号の六車秀之の掲載原稿を加筆して作成） 

（流通とＳＣ・私の視点1788より続く） 
 
ＳＣの多様化の基本となるＳＣ業態はイオン型ＳＣやららぽーと型ＳＣのスタンダード型ＲＳＣである。あら

ゆる経済現象の成長期はスタンダードタイプに厚みのある業態構成となるが、成熟期になると厚みのあるスタン

ダードタイプが切り崩され、ＳＣの多様化が起こる。 

日本のＳＣで言えば、スタンダード型ＳＣはＧＭＳとメガストアをアンカーテナントとし、ポピュラープライ

スの専門店テナントによりランブリングショッピング化し、さらにレストラン街、フードコート、シネマコンプ

レックス、アミューズメントのエンターテインメント施設とサービス・コミュニティ等のＳＣである。この基本

型であるスタンダード型ＳＣは、ＳＣの成熟時代は４つの多様化と４つの相反する購買動機の融合に進化する。

この相反する購買動機の融合とは、本来ならば購買動機が異なるために相容れられない関係であるが高度なノウ

ハウによって相乗効果が出るように融合させることである。 

第１の多様化の方向性は「ハイライフ志向のＳＣ」であり、基本型よりワンランク上あるいはツーランク上の

ＳＣでありハイエンドＳＣや高級志向・高感性志向のＳＣが該当する。第２の多様化の方向性は「ライフスタイ

ルセンター・タウンセンター志向のＳＣ」であり、ワンランク下のＳＣであり、住民を主力ターゲットとする生

活密着・地域密着志向のＳＣが該当する。第３の多様化の方向性は「レジャー・リゾート志向のＳＣ」であり、

ワンランクリゾート・エンターテインメント志向のＳＣでありテーマ・フェスティバルセンター、エンターテイ

ンメントセンター、メガモール等が該当する。第４の多様化の方向性は「バリュー志向のＳＣ」であり、ツーラ

ンク下のＳＣであり、バリューセンターやアウトレットセンターが該当する。 

一方、相反する購買動機の融合の第１は「ハイライフ志向のＳＣとレジャー・リゾート志向のＳＣの融合」で

あり、強力なリゾート性やレジャー性を持つ高級・高感性ＳＣで、アメリカ事例ではフォーラムショップスやモー

ルオブアメリカが該当する。第２の融合は「レジャー・リゾート志向のＳＣとバリュー志向のＳＣの融合」であ

り、アメリカの事例ではオンタリオミルズやジャージーガーデンが該当する。第３の融合は「ライフスタイルセ

ンター・タウンセンター志向のＳＣとバリュー志向のＳＣの融合」であり、アメリカの事例ではパリセイズセン

ターやレゴセンターが該当する。第４の融合は「ハイライフ志向のＳＣとライフスタイルセンター・タウンセン

ター志向の融合」であり、アメリカの事例では、サウスコーストプラザやトパンガプラザが該当する。 

第５の融合は、「レジャー・リゾート志向のＳＣとライフスタイルセンター・タウンセンター志向のＳＣの融合」

であり、ザ・グローブ・アット・ファーマーズマーケットやジ・アメリカーナ・アット・ブランドが該当する。 

第６の融合は、「ハイライフ志向のＳＣとバリュー志向のＳＣの融合」であり、ウッドベリー・コモンズが該当

する。 

以上を要約すると次の通りです。 

＜図表３＞相反する購買動機のマトリックス 
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